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テ
レ
ビ
で
流
れ
た

「
熊
本
県
熊
本
市
震

度
７
」
の
速
報
。
４

月
14
日
夜
に
九
州
・

熊
本
県
で
発
生
し
た

震
度
７
の
巨
大
地
震

は
、
16
日
未
明
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
・
３
の
地
震
を
誘
発
し
九
州
島

内
だ
け
で
な
く
、
中
国
・
四
国
地

方
ま
で
の
広
い
範
囲
で
揺
れ
を
感

じ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
入
っ

て
も
余
震
は
続
い
て
い
る
▼
「
前

震
」
「
本
震
」
と
し
た
２
つ
の
地

震
は
、
と
も
に
震
度
７
を
観
測
。

国
内
の
震
度
７
の
地
震
は
、
阪

神
・
淡
路
大
地
震
、
新
潟
県
中
越

地
震
、
東
日
本
大
震
災
の
３
例
が

あ
る
が
熊
本
県
益
城
（
ま
し
き
）

町
の
よ
う
に
同
じ
地
区
で
２
回
震

度
７
を
観
測
し
た
の
は
初
め
て
と

い
う
▼
突
然
の
揺
れ
や
相
次
ぐ
余

震
に
舞
わ
れ
、
家
屋
・
家
財
の
倒

壊
や
震
災
関
連
死
な
ど
で
不
幸
に

も
命
を
落
と
さ
れ
た
方
に
衷
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
１
日
も
早

く
「
あ
た
り
前
の
日
常
」
が
取
り

戻
せ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
あ
る

▼
今
回
の
地
震
は
、
東
日
本
大
震

災
と
は
違
う
活
断
層
が
引
き
起
こ

す
タ
イ
プ
。
日
本
に
は
判
明
し
て

い
る
だ
け
で
２
０
０
０
以
上
の
活

断
層
が
あ
り
、
分
布
図
に
起
こ
せ

ば
ひ
び
割
れ
状
態
で
あ
る
。
ど
こ

で
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
日
本
列
島
に
は
50
あ
ま

り
の
原
発
が
あ
る
。
余
震
活
動
が

続
く
九
州
地
方
に
は
再
稼
働
し
た

川
内
原
発
、
隣
の
四
国
地
方
に
は

再
稼
働
が
見
込
ま
れ
る
愛
媛
の
伊

方
原
発
が
あ
る
。
鉄
道
・
空
港
・

道
路
な
ど
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
場
合
、
政

府
の
唱
え
る
避
難
計
画
に
疑
問
を

も
つ
専
門
家
も
多
い
▼
「
川
内
原

発
を
止
め
ろ
！
」
と
い
う
声
も
あ

が
っ
て
い
る
が
、
停
止
し
た
原
発

も
電
源
喪
失
で
爆
発
事
故
を
起
こ

す
事
を
福
島
第
１
原
発
事
故
で
経

験
し
て
い
る
。
日
本
の
将
来
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
全
て
の
原
発
を

廃
炉
に
す
る
し
か
道
は
な
い
（
孝
）

　　

全
て
の
核
燃
・
原
発
施
設
の
廃
炉
を

全
て
の
核
燃
・
原
発
施
設
の
廃
炉
を

『
4
・
9
反
核
の
日
」
全
国
集
会

『
4
・
9
反
核
の
日
」
全
国
集
会

　

今
年
で
31
回
を
数
え
た
「
４
・
９
反
核
燃
の
日
全
国
集
会
」
が
４
月
９
日
、
14
時
か
ら
青
森
市
の
青
い
森
公

園
で
開
催
さ
れ
、
青
森
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
か
ら
１
，
１
０
０
人
が
結
集
し
た
。
国
労
青
森
支
部
内
か
ら
も

43
人
が
参
加
し
た
。

　

反
核
燃
の
日
集
会
は
、
１
９
８
５
年
４
月
９
日
に
、
当
時
の
北
村
青
森
県
知
事
が
県
議
会
全
員
協
議
会
に
お

い
て
「
核
燃
サ
イ
ク
ル
施
設
」
の
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
た
め
毎
年
続
け
ら
れ
、
今
年
で
31

年
目
を
迎
え
、
集
会
で
は
現
状
認
識
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
集
会
終
了
後
デ
モ
行
進
に
移
り
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
や
大
間
原
発
な
ど
県
内
の
核
燃
サ
イ
ク
ル
廃
止
や
全
国
の
全
て
の
原
発
の
廃
炉

を
市
民
に
訴
え
た
。

▽
５
月
14
日
（
盛
岡
）

　

不
戦
を
誓
い
平
和
な
社
会
を
築

く
岩
手
県
民
集
会

▽
５
月
21
日
（
盛
岡
）

　

第
２
回
地
方
本
部
機
関
紙
交
流

　

会



















　

開
会
に
あ
た
り
核
燃
サ
イ
ク
ル

阻
止
１
万
人
訴
訟
原
告
団
代
表
の

浅
石
紘
爾
弁
護
士
が
「
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
核
兵

器
の
元
と
な
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

抽
出
す
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

運
転
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
原
子
力
政
策
を
進
め
る
安
倍

政
権
を
打
倒
し
よ
う
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
主
催
者
団
体
の
青
森
県

反
核
実
行
委
員
会
の
三
上
武
志
委

員
長
も
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
を

俊
事
務
局
長
か
ら
「
東
京
電
力
福

島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か

ら
５
年
が
経
過
し
た
が
、
政
府
が

進
め
る
復
興
に
は
ほ
ど
遠
く
い
ま

だ
地
元
に
帰
れ
な
い
方
が
数
多
く

い
る
。
放
射
能
汚
染
に
よ
る
甲
状

腺
癌
の
子
供
た
ち
が
年
々
増
え
て

い
る
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
苦
し

み
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
全
て
の

原
発
の
廃
炉
を
求
め
て
こ
れ
か
ら

も
運
動
を
続
け
て
行
く
」
と
報
告

が
あ
っ
た
。
続
い
て
福
井
県
平
和

環
境
人
権
セ
ン
タ
ー
の
宮
下
正
一

事
務
局
長
、
東
海
村
の
相
沢
一
正

氏
、
泊
原
発
に
反
対
す
る
会
か
ら

佐
藤
英
行
岩
内
町
議
会
議
員
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
現
地
で
の
闘
い
が
報

告
さ
れ
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
き
た
。

　

次
に
「
下
北
半
島
に
操
業
、
建

設
、
計
画
を
続
け
て
い
る
六
ヶ
所

核
燃
施
設
、
東
北
電
力
東
通
原
発
、

大
間
原
発
、
む
つ
中
間
貯
蔵
施
設

の
撤
去
を
求
め
全
国
の
原
発
を
運

転
停
止
に
追
い
込
み
、
未
来
の
子

供
た
ち
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」
と
い

う
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
の
拍
手
で
採

択
し
抗
議
集
会
を
終
え
た
。

　

最
後
に
青
森
県
平
和
労
組
会
議

議
長
の
江
良
實
氏
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
が
行
わ
れ
、
原
子
力
資
料
室

の
西
尾
漠
共
同
代
表
か
ら
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
集
会
を
終
了
し
、
新

町
通
り
か
ら
ホ
テ
ル
青
森
前
ま
で

の
デ
モ
行
進
に
移
っ
た
。
好
天
の

中
参
加
者
は
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

や
大
間
原
発
な
ど
県
内
の
核
燃
施

設
の
操
業
中
止
や
全
国
の
全
て
の

原
発
の
廃
炉
を
市
民
に
訴
え
た
。

国
労
か
ら
も
青
森
支
部
を
は
じ
め

各
地
か
ら
も
参
加
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

支
部
副
委
員
長　

阿
保　

光
春

動
か
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り

出
し
て
も
そ
の
使
い
道
が
無
い
中

で
の
サ
イ
ク
ル
事
業
は
破
た
ん
し

て
い
る
。
大
間
原
発
も
同
様
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
憲

法
を
無
視
し
原
発
を
世
界
に
売
り

込
も
う
と
し
て
い
る
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
、
全
て
の
核
廃
絶
に

向
け
こ
れ
か
ら
も
こ
の
闘
い
を
取

り
組
ん
で
行
こ
う
」
と
挨
拶
。

　

次
に
青
森
県
反
核
実
行
委
員
会

事
務
局
の
山
名
文
世
八
戸
市
議
会

議
員
か
ら
「
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
の
操
業
は
ア
ジ

ア
の
非
核
化
を
妨
げ
る
ば
か
り
か
、

福
島
の
原
発
事
故
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
第
二
の
福
島
を
つ
く
ら

な
い
た
め
に
も
再
処
理
計
画
を
白

紙
に
戻
す
べ
き
」
と
の
基
調
報
告

が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
山
名
市
議

が
、
２
月
に
政
府
か
ら
提
出
さ
れ

た
「
再
処
理
拠
出
金
法
案
」
の
撤

回
・
廃
案
を
求
め
る
決
議
案
を
読

み
上
げ
決
議
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
全
国
か
ら
の
報
告
と
し

て
福
島
県
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
根
本
和

　

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
６

月
23
日
告
示
・
７
月
10
日
（
日
）

投
票
で
の
実
施
が
予
想
さ
れ
る
。

　

地
方
本
部
も
す
で
に
比
例
代
表

に
立
候
補
予
定
の
社
会
民
主
党
党

首
の
参
議
院
議
員
・
吉
田
忠
智

（
60
歳
）
の
推
薦
を
２
月
14
日
の

執
行
委
員
会
で
決
定
し
て
い
る
。

　

憲
法
改
正
を
許
さ
ず
、
反
原
発
、

貧
困
と
格
差
の
是
正
、
平
和
と
民

主
主
義
を
守
り
国
民
本
位
の
政
治

を
目
ざ
し
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る

推
薦
候
補
の
議
席
確
保
と
改
憲
勢

力
を
当
選
さ
せ
な
い
取
り
組
み
に

全
力
を
挙
げ
て
行
こ
う
。

北
上
地
区
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

28
人
の
参
加
で
好
・
珍
プ
レ
ー

第
24
回
参
議
院
議
員
選
挙

吉
田
忠
智
氏
の
議
席
確
保
に

各
地
で
連
携
し
取
り
組
も
う

戦
争
法
ゼ
ッ
タ
イ
廃
止
！

1,100人が集結

＝＝青い森公園に結集した参加者＝＝

「表彰式後に記念のスナップ」

▽
５
月
26
日
〜
27
日
（
東
京
）

　

第
15
回
国
労
東
日
本
本
部
軟
式

　

野
球
大
会

▽
６
月
４
日
（
盛
岡
）

　

盛
岡
支
部
組
織
対
策
会
議

▽
６
月
10
日
（
安
比
）

　

第
21
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　

◇

500
人
の
参
加
で
岩
手
県
民
集
会

集
会
・
デ
モ
行
進
で
県
民
に
訴
え

　

４
月
９
日
（
土
）
北
上
地
区
協

恒
例
行
事
、
春
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

「
団
結
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
が
北

上
市
の
ヤ
ン
グ
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
組
合
員
、
家

族
会
、
退
職
者
会
の
皆
様
に
加
え
、

過
日
行
わ
れ
た
北
上
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
見
事
４
期
目
の
当

選
を
果
た
し
た
「
星
あ
つ
こ
市
議

会
議
員
」
の
参
加
も
頂
き
、
28
人

と
い
う
例
年
に
な
い
参
加
人
数
で

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
ゲ
ー
ム
は
工
藤
慎
一
常
任

委
員
長
の
始
球
式
（
見
事
な
ス
ト

ラ
イ
ク
）
で
始
ま
り
、
「
倒
し
て

倒
せ
・
頂
点
に
立
つ
の
は
誰
だ
」

の
掛
け
声
の
も
と
２
ゲ
ー
ム
ト
ー

タ
ル
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
好
プ
レ

ー
珍
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
中
で
も

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
結
果
、
家
族
の
高
杉
均
さ

ん
子
息
、
哲
平
さ
ん
が
３
２
９
点

の
ハ
イ
ス
コ
ア
で
見
事
勝
利
の
栄

冠
（
ち
な
み
に
高
杉
家
は
２
連

覇
）
に
輝
き
ま
し
た
。
厳
し
い
闘

い
が
続
く
中
に
も
今
後
の
闘
い
の

英
気
を
養
う
事
が
出
来
た
楽
し
い

ひ
と
時
で
し
た
。

　

最
後
に
、
北
上
市
議
会
議
員
選

挙
に
対
す
る
組
合
員
皆
様
の
ご
協

力
に
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　
　

北
上
地
区
協　

児
玉　

勝
広

　

安
倍
自
公
政
権
が
憲
法
を
無
視

し
強
行
成
立
し
た
、
安
全
保
障
関

連
法
の
廃
止
を
訴
え
る
「
２
０
０

０
万
人
署
名
達
成
で
戦
争
法
は
ゼ
ッ

タ
イ
廃
止
！
県
民
集
会
」
（
同
実

行
委
員
会
他
３
団
体
主
催
）
は
４

月
23
日
、
盛
岡
市
の
岩
手
県
公
会

堂
で
開
催
さ
れ
県
内
各
地
か
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
（
国
労

は
盛
岡
地
区
か
ら
７
人
が
参
加
）

　

主
催
者
を
代
表
し
「
戦
争
法
の

廃
止
を
求
め
る
全
国
２
０
０
０
万

人
統
一
署
名
運
動
を
推
進
す
る
岩

手
の
会
」
の
佐
々
木
良
博
代
表
が

「
２
０
０
０
万
人
署
名
の
成
功
に

向
け
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
自

衛
隊
や
子
供
た
ち
を
二
度
と
戦
場

に
送
っ
て
は
な
ら
な
い
。
野
党
統

一
候
補
で
参
院
選
に
勝
利
し
安
倍

自
公
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
も
う
」

と
挨
拶
。

　

各
政
党
代
表
と
し
て
、
共
産
党

県
委
員
会
の
斉
藤
信
副
委
員
長
、

生
活
の
党
県
連
の
佐
々
木
順
一
幹

事
長
、
社
民
党
県
連
合
の
小
西
和

子
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
に
立
ち
、

暴
走
す
る
安
倍
自
公
政
権
を
止
め

る
た
め
夏
の
参
議
院
選
挙
岩
手
選

挙
区
に
は
、
野
党
統
一
候
補
を
擁

立
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
達
増

拓
也
岩
手
県
知
事
、
主
浜
了
参
議

院
議
員
、
民
進
党
県
連
合
の
黄
川
田

徹
代
表
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
４
団
体
か
ら
、
「
平
和

と
民
主
主
義
を
守
り
戦
争
法
を
廃

止
す
る
野
党
統
一
候
補
の
当
選
の

た
め
市
民
も
協
力
す
る
」
と
し
た

決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。
市
民
も

野
党
も
協
力
し
戦
争
法
の
廃
止
を

盛
り
込
ん
だ
集
会
ア
ピ
ー
ル
が
全

体
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　

集
会
後
参
加
者
は
、
県
公
会
堂

前
か
ら
大
通
り
を
経
由
し
盛
岡
城

跡
公
園
付
近
ま
で
「
戦
争
で
き
る

法
律
い
ら
な
い
！
」
「
選
挙
に
行
っ

て
政
治
を
変
え
よ
う
！
」
と
訴
え

デ
モ
行
進
し
終
了
し
た
。

「
デ
モ
行
進
で
の
訴
え
」
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当
面
の
取
り
組
み
を
議
論

第
１
２
５
回
拡
大
地
方
委
員
会

組
織
拡
大
、
春
闘
の
取
り
組
み
確
認

第185回拡大
中 央 委 員 会

各地区からの決意表明も行われた写真上は八戸
地区参加者 /締めはやっぱり肩を組んで国鉄労
働組合歌

約90人の来賓・組合員が
参加/昨年加入した阿部茂樹
（写真右）さんも佐々木分
会長とあいさつに立った

盛岡を代表し発言の菊池要悦委員（盛岡駅連合分会）

＝＝集会には180人が参加した＝＝

　

第
１
８
５
回
拡
大
中
央
委
員
会

が
１
月
24
日
、
東
京
都
新
橋
の
交

通
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
当
面
す

る
闘
争
方
針
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
地
本
か
ら
は
沢
田
光

広
地
本
書
記
長
、
阿
部
一
久
支
部

執
行
委
員
長
、
菊
池
地
本
執
行
委

員
が
中
央
委
員
と
し
て
、
佐
々
木

力
地
本
委
員
長
が
地
方
代
表
者
と

し
て
出
席
を
し
た
。

　

今
委
員
会
の
任
務
は
高
野
中
央

執
行
委
員
長
の
挨
拶
に
あ
る
よ
う

に
、
①
２
０
１
５
春
闘
②
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
と
労
働
条
件
改

善
③
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

総
団
結
で
闘
う
意
思
統
一
を
図
る

こ
と
に
あ
る
。
委
員
会
の
討
論
は

そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
全
体

で
14
人
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ
っ

た
。

　

組
織
強
化
・
拡
大
の
課
題
で
は
、

赤
沼
委
員
（
水
戸
）
が
「
59
歳
、

51
歳
の
加
入
が
あ
っ
た
が
、
世
話

役
活
動
を
積
み
重
ね
る
中
で
信
頼

を
勝
ち
取
り
拡
大
へ
つ
な
が
っ
た
。

青
年
労
働
者
に
向
け
た
私
た
ち
自

身
の『
目
線
』が
問
わ
れ
て
い
る
」

と
し
、
盛
岡
地
本
と
し
て
も
こ
の

間
拡
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
仕

事
」
に
あ
る
と
し
て
き
た
だ
け
に
、

各
地
方
の
取
り
組

み
に
学
ぶ
必
要
が

あ
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
て
き
た
。

　

安
全
問
題
で
は
、

倉
下
委
員
（
米

子
）
が
「
伯
備
線

触
車
事
故
か
ら
10

年
が
経
過
す
る
中

で
片
側
見
張
り
の

復
活
等
、
事
故
の
教
訓
が
後
退
」

と
し
、
岩
元
委
員
（
九
州
）
も

「
株
式
上
場
を
め
ざ
し
、
無
人
駅

の
増
加
や
特
急
列
車
の
４
両
ワ
ン

マ
ン
運
転
等
、
合
理
化
を
強
行
」

と
会
社
の
姿
勢
を
問
題
に
し
て
い

た
。

　

盛
岡
地
本
か
ら
は
、
菊
池
委
員

が
①
組
織
拡
大
に
向
け
た
信
頼
さ

れ
る
人
間
関
係
作
り
②
来
た
る
統

一
地
方
選
を
通
じ
た
新
自
由
主
義

政
治
と
の
対
決
③
国
鉄
闘
争
解
決

後
の
組
織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
発
言
し
た
。

　

委
員
会
の
中
で
は
会
社
間
の
体

力
差
等
が
顕
著
に
な
る
中
で
一
律

　

第
１
２
５
回
拡
大
地
方
委
員
会

が
２
月
22
日
（
日
）
に
盛
岡
市
の

リ
リ
オ
３
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ

る
。

　

拡
大
地
方
委
員
会
は
、
１
月
24

日
の
第
１
８
５
回
拡
大
中
央
委
員

会
、
２
月
10
日
の
第
32
回
東
日
本

本
部
拡
大
委
員
会
の
方
針
決
定
を

受
け
、
組
織
拡
大
、
２
０
１
５
春

闘
、
安
全
問
題
な
ど
の
取
り
組
み

が
議
論
さ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
の
地
方
委
員
13

人
は
別
記
の
通
り
。
な
お
、
拡
大

委
員
会
に
は
特
別
委
員
と
し
て
支

部
・
地
区
協
・
職
能
別
協
議
会
各

１
人
と
分
会
代
表
者
１
人
が
参
加

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

【
盛
岡
支
部
】
８
人

近
藤　

信
博
（
盛
岡
駅
連
合
分
会
）

大
西　

信
行
（
盛
岡
施
設
分
会
）

吉
田　

雅
美
（
盛
岡
電
気
分
会
）

組
木　

勝
則
（
盛
岡
貨
物
分
会
）

稲
葉　
　

孝
（
北
上
駅
連
合
分
会
）

畠
山　
　

孝
（
北
上
工
務
分
会
）

千
葉　

博
季
（
一
関
工
務
分
会
）

桜
井　
　

繁
（
釜
石
地
域
分
会
）

【
青
森
支
部
】
５
人

小
原　

典
昭
（
青
森
駅
連
合
分
会
）

中
嶋　
　

宏
（
青
森
運
転
分
会
）

岩
崎　
　

毅
（
大
湊
地
域
分
会
）

松
橋　
　

隆
（
八
戸
工
務
分
会
）

加
藤　
　

寿
（
八
戸
貨
物
分
会
）

山
演
習
場
で
実
施
さ
れ
る
共
同
訓

練
に
反
対
す
る
市
民
・
労
働
組
合

ら
１
８
０
人
が
参
加
し
た
。
（
国

労
か
ら
は
20
人
が
参
加
）

　

集
会
は
、
阿
部
哲
巳
平
和
環
境

岩
手
県
セ
ン
タ
ー
副
議
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
小
西
和
子
社

会
民
主
党
岩
手
県
連
合
代
表
が

「
第
３
次
安
倍
政
権
の
も

と
で
戦
争
関
連
法
案
が
目

論
ま
れ
て
い
る
。
沖
縄
の

基
地
負
担
軽
減
を
名
目
に

基
地
機
能
の
全
国
分
散
を

進
め
る
方
針
だ
。
県
民
生

活
の
安
全
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
も
容
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
岩

手
県
委
員
会
・
代
表
呼
び

か
け
人
の
石
橋
乙
秀
（
お

と
ひ
で
）
弁
護
士
が
「
こ

の
通
常
国
会
で
戦
争
に
向

け
た
法
整
備
が
行
わ
れ
る

が
、
こ
れ
か
ら
先
の
長
い

闘
い
が
続
い
て
い
く
。
安

倍
首
相
は
過
去
の
戦
争
を

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
岩
手
県
委

員
会
・
社
会
民
主
党
岩
手
県
連

合
・
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

の
３
団
体
が
主
催
す
る
、
「
日
米

共
同
軍
事
訓
練
反
対
！
総
決
起
集

会
」
が
１
月
24
日
、
滝
沢
市
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
。
１
月
28
日
か

ら
２
月
８
日
ま
で
滝
沢
市
の
岩
手

反
省
し
て
い
な
い
。
過
去
を
反
省

し
な
い
人
は
必
ず
過
ち
を
繰
り
返

す
」
と
改
憲
を
推
し
進
め
る
安
倍

政
権
を
批
判
し
た
。

　

続
い
て
、
平
和
環
境
岩
手
県
セ

ン
タ
ー
の
野
中
靖
志
事
務
局
長
が

①
日
米
共
同
軍
事
訓
練
に
つ
い
て

の
問
題
点
②
米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
の
危
険
性
―
の
２
点
に
つ
い

て
情
勢
報
告
を
行
い
、
「
欠
陥
機

オ
ス
プ
レ
イ
は
度
重
な
る
重
大
事

故
に
よ
り
す
で
に
30
人
以
上
が
死

ん
で
い
る
。
低
空
飛
行
訓
練
が
行

わ
れ
れ
ば
滝
沢
市
や
盛
岡
市
を
含

む
本
県
上
空
で
実
施
さ
れ
、
県
民

生
活
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
中
、

到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
」
と
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
対

し
反
対
の
考
え
を
示
し
た
。

　

集
会
終
了
後
、
代
表
団
は
陸
上

自
衛
隊
第
９
師
団
に
「
日
米
共
同

軍
事
訓
練
の
実
施
に
反
対
し
県
民

の
安
全
確
保
を
求
め
る
請
願
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
を
報
告
し
閉
会

し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

県民の安全が確保されない共同訓練反対
＝＝日米共同軍事訓練反対！総決起集会＝＝

滝
沢
市
公
民
館

Sv

両
支
部
で
　
団
結
・
躍
進
旗
開
き

2015

1月11日青森支部
＝＝青森労働福祉会館＝＝

1月12日盛岡支部
＝＝リリオ・盛岡市＝＝

の
要
求
額
・
取
り
組
み
は
ど
う
な

の
か
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

深
め
る
べ
き
と
の
発
言
も
あ
り
、

分
割
・
民
営
化
か
ら
28
年
と
な
る

今
日
の
実
態
と
私
た
ち
は
正
面
か

ら
向
き
合
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

国
労
と
し
て
春
闘
方
針
は
確
立

し
た
。
実
践
に
向
け
、
職
場
で
、

地
域
で
共
に
頑
張
ろ
う
。

 2015春闘勝利

日　時　２０１5年３月６日（金）　
　　　　１２時００分～１５時30分

場　所　仙台市民会館 ０２２－２６２－４７２１
 （仙台市青葉区桜ヶ丘公園）

内　容　第１部　東北労働講座
　　　　　　「15春闘情勢と労働運動の課題」 
　　　　　　　講師　寺西　弘樹 氏

（まなぶ編集長）　     
　　　　　　　第２部　春闘勝利総決起集会
　　　　　　　　　　　　　 （デモ行進・同会場から仙台駅付近）

＝＝組合員多数の参加を＝＝

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

制
度
発
足
以
来
13
年
を
経
過

し
今
日
ま
で
給
付
件
数
は

1
0
9
件
。
給
付
金
も
1
、

0
8
9
万
円
ほ
ど
支
払
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

給
付
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

か
ら
は
「
付
加
給
付
制
度
」
に

加
入
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
声
を
大
に
し
て
喜
ば
れ
、

互
助
会
と
し
て
生
活
保
障
の
一

躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
2
0
1
5

年
４
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
2
0
1
5
年
4
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
今

年
の
年
末
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
四
月
と
10
月
を
加
入
・
増

口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
一
口　

2
0
0
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
1
日
に
つ
き
、
1
0
0
0

円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

  

＝
3
月
15
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
３
月
15
日
ま
で
分
会

担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事
務

局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申
込

み
を
し
て
下
さ
い
。

〈掛金徴収〉
　・2015年４月から
〈給付発生〉
　・2015年年末手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2015年４月１日～
　　　　　　2015年９月30日
〈問い合わせ先〉担当・村上真一まで
　　　　　　　（毎週・木曜日勤務）
　TEL（ＪＲ）０３３－２２７６
　TEL（ＮＴＴ）０１９－６５２－４８４１

4月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

   

自
分
と
家
族
の
た
め
に

職
場
で
地
域
で
共
に
闘
っ
て
い
こ
う


